
Raspbianのいづれかのバージョンからntpはサポートされなくなった。

ntpクライアントにsystemd-timesyncdが使われているのでntpクライアントやntpdate）
と競合する。

インターネットに接続（ポートNo123が伝わる）ではそのままディフォルトでインター
ネット上のサーバと同期がとられるが、当施設のプロキシ環境では以下の状態となる。

なお、以下の内容は同期がとれない場合の対処であって、同期時間が図れる環境
はスルーしてよい。（備忘録的情報）

$  sudo timedate status
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ネット情報によれば、/etc/systemd/timesyncd.conf を編集する。

バックアップをとって編集する。

$ sudo cp timesyncd.conf timesync.conf.org

$ sudo nano timedyncd.conf

以下のコメントをはずし、

NTP= 以降にntpサーバを登録する。ここでは172.16.0.1（LAN内のタイムサーバ）を
登録する。
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systemd-timesyncdを再起動する。

同期履歴を調べる

$ systemctl status  systemd-timesyncd(.service)
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同期できない場合、systemd.serviceの応用サンプルとしてntpdateを使用する方法も
示す。ntpdateをインストールする。（timedatectlは停止させ、競合を避けること）

実行するスクリプトファイル（スクリプトファイルにするには理由がある。後述）を作成
する。ここではcheckdate.shのファイルとする。ここでは/home/pi上に作成している。

ntpdateは/usr/sbinにインストールされており、300秒（5分）おきに同期をとる設定とす
る。ntpサーバは172.16.0.7とする。
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checkdate.shのパーミションを変更する。

続いて、systemdのサービスファイルを作成する。

ここでは/etc/systemd/system に get_date.serviceの名前で作成する。
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スクリプトファイルのcheckdate.sh をフルパスで指定。

get_dateをスタートさせる。

$ sudo systemctl enable get_date(.service)

$ sudo systemctl start get_date(.service)

しばらくすると同期に成功する。
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再起動後の自動立ち上がり後をチェックする。

$ sudo systemctl status  get_date （.service）

最初の1回目はntpサーバーが探せず、同期処理に失敗している。

ループプログラムのおかげで

5分毎にntpdateの実行で同期が図られている。

スクリプトファイルにするのは最初の１回目のntpdateの同期処理は失敗しているの
で定期的な継続処理が必要となるため。

スクリプトファイルは簡単なプログラムが作成できるメリットがある。
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LAN内に適当なntpサーバがない場合、LAN内の開発支援ＰＣであるubuntuPCをntp
サーバになってもらうことが可能。

ubuntuPCにntpをインストールする。

/etc/ntp.confを編集する。

自マシンのハードウエア時間をもとにしたタイムサーバとするにはntp.conf の文末に
以下の２行を書き加えればよい。

stratum は stratum 10 にて設定を記述する。

ＩＰアドレス 127.127.1.0  とは特別な番号アドレスである。

「付録２」
Raspbian 時間設定

8



ntpを再起動させる。

$sudo /etc/init.d/ntp restart

あるいは

$sudo service ntp restart

$ sudo systemctl restart ntp

$ntpq -p にてサーバを検索する。

5分から10分経過後、LOCA(0)に＊が付く。”st”欄 stratumが5で認識されている。
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開発支援のパソコンubuntuPCのntpサーバが192.168.137.3 の場合、ntpdateで確認
できる。
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「付録３」
VNCサーバの回復

起動アプリを確認する。

$ ps a

VNCサーバが起動していれば停止する。ここでは PID=18162を停止する。

$ kill 18162
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「付録３」
VNCサーバの回復

バージョンを重ねるうち tightvncserver（ポートNo.5901） と Raspi標準VNCサー
バ（ポートNo.5900)の併用ができることが確認できた。

併用する場合はアンインストール処理は行わない。

（この部分の処理は飛ばす）

tightvncserver のアンインストール

$ sudo apt-get remove –y tightvncserver

/home/pi/.vnc を削除する。

$ sudo rm –rf /home/pi/.vnc
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「付録３」
VNCサーバの回復

保存していたデータを元にもどす(1)

realvnc-vnc-server を /usr/share/doc  フォルダにコピーする。

ｒealvnc-vnc-server の退避場所が
/home/pi/VncRecallData/Usr_share_doc_vnc_back として

$ sudo cp –a /home/pi/VncRecallDate/Usr_share_doc_vnc_back/realvnc-vnc-
server /usr/share/doc/

保存していたデータを元にもどす(2)

ディフォルトの /usr/bin フォルダ内の vnc* を書き戻す。

/home/pi/VncRecallData/Usr_bin_vnc_back フォルダに退避しているとして

$ sudo cp -a /home/pi/VncRecallData/Usr_bin_vnc_back/*  /usr/bin/
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「付録３」
VNCサーバの回復

保存していたデータを元にもどす(3)

/usr/share/vnc フォルダを書き戻す。

/home/pi/VncRecallData/Usr_share_vnc_back フォルダに退避しているとして

$ sudo cp -a  /home/pi/VncRecallData/Usr_share_vnc_back/vnc
/usr/share/
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「付録３」
VNCサーバの回復

ちなみに併用状態の vncserver の実行ファイルは標準VNCが使用される。解
像度の自由度が欲しい場合はリンク先を変える必要がある。

リンク先をtightvncserver のものに変えて異常なし。

併用時のvncserverのリンク先

当初のRasPi標準VNCサーバのリンク先
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「付録３」
VNCサーバの回復

リンク先をtightvncserver のものに変えてみる。

ポート5900での受信待ちとなる。

特に異常は現れず。ディフォルトのサイズが選択される。
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「付録３」
VNCサーバの回復

「インターフェイス」 → 「VNC」の「有効」設定が可能になる。
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「付録３」
VNCサーバの回復

ただし、再々度 tightvncserver をインストールする場合は
/usr/bin/vncpasswd が使えないとのメッセージが出て再インストールできない。

/usr/bin/vncpasswd ファイルを削除してからインストールする。

$ sudo rm /usr/bin/vncpasswd

$ sudo apt-get install –y tightvncserver
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「付録4」
アナログモニタでの起動

SDカードをRaspberryPiに取り付け、デジタルーアナログ変換機を介してアナ
ログモニターに接続する。
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「付録４」
アナログモニタでの起動

NOOBSはネットから使用できるOSを探し出してメニューとして仕上げてくれる
が、Proxy環境ではRaspbian（2.8.2では他１点）でしか選択できないので他の
OSを試す場合はダウンロードサイトに戻って個別にOSをダウンロードしてイ
ンストールする。

余剰のアナログモニタを使用するには以下内容のテキストファイルを作成す
る。ここではエディタとしてメモ帳を起動し、以下のテキスト文を入力し、
config.txtの名前で保存する。
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「付録４」
アナログモニタでの起動

アナログモニタ使用時はNOOBSのzip 展開フォルダにconfig.txtを入れる。
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「付録４」
アナログモニタでの起動

アナログモニタの機種によっては再起動後何も映らず、ブラックアウトする場
合もあり、このときはこのあとに示すようなSDカードをPCに認識させ
/boot/config.txtを編集する。

以下のような画面に初期設定画面が出ればそのままでOK。映るには映るが
下記画面ような正常な形であればらRaspi上で編集も可能。
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「付録４」
アナログモニタでの起動

ブラックアウトしまう場合はSDカードをPCで認識させて書き換える他ない。こ
こでは相性のよいubuntuマシンに認識させる。マイクロＳＤカードをＳＤカード
アダプタのＵＳＢ機器を使ってＰＣに認識させる。

ここでは/media/user01に /SETTINGS , /boot , /root＊ として自動認識さ
れる。(通常は/rootとなるが、ubuntuマシンの状態によっては/root0, /root1
といった数字が付加される場合がある）
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「付録４」
アナログモニタでの起動

各フォルダのファイルシステムは $ df -T で確認できる。
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「付録４」
アナログモニタでの起動

/SETTINGSには３つの.confファイル

下記の/boot には Raspbianの/bootに組み込まれるファイル群

アナログモニタに関するコードはconfig.txtファイルに書き加える。

下記の/rootは、Raspbianのルートフォルダに相当する。
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「付録４」
アナログモニタでの起動

一方、ブラックアウトせず異状になりながらも画面操作ができるようなら
/boot/config.txtをそのまま編集し、下記コードをディフォルト文以降に書き加える。

または、df コマンドでSDカードは/dev/mmcblk0pxと認識しているので、
/dev/mmcblk0p1に最初のconfix.txtファイルがあるのでエディタなどで対象部分の
コードをコピーして書き加える。
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